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埼玉県教育局は，7月 24日に令和 9年度

入試の今後の予定と，9年度入試から実施す

るマークシートによるコンピュータ採点の概要

を発表した。 

既に，9年度入試での 

① 「入学者選抜の日程について」教育委

員会報告・公表 ７月  

② 「学力検査問題について」教育委員会

報告・公表（←本件） 

ア 調査書の様式変更と自己評価資料

の提出 調査書の記載項目は「各教科の

学習の記録」(９教科５段階の評定)、「総

合的な学習の時間の記録」とする。 

イ 全ての受検生が、自己評価資料を提

出する。 

ウ 面接を全ての受検生に実施 自己評

価資料を参考に、全ての受検生に個人

面接又は集団面接を実施する。 受検生

がこれまでの自分の体験を振り返り、

力を注いだことや努力をしたこと、ま

た高等学校入学後や将来取り組んで 

みたいこと、自己ＰＲなどについて、

自らの言葉で表現する。  

エ 選抜の特色化（共通選抜と特色選抜

の導入） 県教育委員会が定める方法で

選抜する共通選抜と、学科等の特色に

応じて各高等学校が定める方法で選抜

する特色選抜 を実施する。  

③  出題内容及び出題形式について  

⑴  出題内容 ・ 出題の基本方針等

は、原則、現行どおりとする予定

である（令和８年５月公表予定）。 

⑵  国語の作文は、出題しない。 ・ 

英語のリスニングは、実施予定。 

⑶ 出題形式 ・ 学力検査・追検査に

おいて、解答方法にマークシート

方式を導入する。各教科での出題

形式の割合は、得点に換算して、

マークシート方式の問題が９割

程度、記述式の問題が１割程度 

とする。  

⑷  その他 ・ 障害のある受検生に

対する配慮や、怪我や病気等によ
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１.  埼玉県 令和 9 年度入試からコンピュータ採点導入へ 

資料①  埼玉県 令和 9年度入試からの解答用紙-マークシート 
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り学力検査等実施上の配慮が必

要な場合などは、解答方法 を変

更することもある。  

⑸ 学力検査におけるマークシート

方式の導入 学力検査・追検査に

おいて、解答方法にマークシート

方式を導入する。 令和９年度入

学者選抜（令和８年度末に実施）

の学力検査・追検査において、マ

ークシート方式の問題及び記述

式の調査書の変更 

と発表しているが，今回の発表は，具体的な

マークシートの例を提示したもの。記述部分

の割合を減らし，これについては，手作業に

よる採点にするものと見られる。 

面接に関わる教員の負担の軽減と学校ご

との採点の公平を期すことを目的としているよ

うだ。 

近隣都県では，東京都が令和 3年度入試

から，千葉県が令和 7年度入試から，神奈川

県令和 8年度以降で検討。群馬県令和 6年

度入試から，茨城県令和 5年度入試から既に

解答方式のマークシート化とコンピュータ採

点が実施されている。 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

東京都教育庁は 7月 31日，令和 7年 3月

都内公立中学卒業生の進路状況調査をまと

めた。 

公立中学校の卒業生は，前年より 59 人減

少し 78,901 人となり，高等学校進学率は

98.4％で前年より 0.1％上昇した。平成 27 年

度卒業生の 98.6％がこれまでの最高となって

いる。 

全日制への進学者は 68,204 人で，進学率

は 86.4％で，前年より 79 人減少し，率として

は 0.04％下降していた。 

うち，都立高校全日制への進学者は，

38,780人，都内私立高校へは 25,698人進学

し，全日制進学者に対する比率は 56.9 対

37.7 となっていた。尚，都外は，0.5だった。 

都内私学への進学者は，前年より 1,143 人

の増加となっていた。 

一方，都内生の都外全日制への進学者は

3,439 人で 181 人増加した。また，定時制進

学者は，2,740 人で 89 人減少，通信制は，

5,617 人で，163 人増加した。就職者は，98

人，海外転出を含むその他の者は697人とな

っている。 

都立希望者の急激な減少(約 1,400 人)と都

内私学の増加(約 1,100 人)は，私学への授

業料補助の 49 万円への増額がもたらしたも

のと見られる。また，通信制進学者の増加

(160 人)は，やや底打ちになったように感じら

れる。 

２． 東京都 令和７年３月公立中学卒業生の進路状況（速報値） 

資料② 令和 7年 3月公立中学校卒業生の進路状況 

 

 

進学率は 99.1％と過去最高率だった 4 年 3 月から連続年で 0.1%減少しています。 
6 年度入試では，中学卒業生の 719 人の減少に対して，公立は 800 人の定員を減少してい

ます。さらに 7 年度では，280 人の在籍減に対して，120 人の定員減を実施します。6 年度
の実質で，65 対 35 の公私間比率は，61.7 対 29.5 となっていました。5 年度の 4 校の統合再
編の実施，6 年度では，8 年度からの 12 校の統合再編の前段として 6 校の募集停止を実施し
ました。これによって，低位の学校，募集困難校は，統合されました。60 対 30 県外 10 の
比率に近づいてきました。 
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 前年 12 月に発表された千葉県公立高校の入

試の改善点は， 

配慮の必要な生徒の心理的負担等とならないよ
う、調査書の記載項目を精選する。削除する項
目は、以下の 4点。 

• 総合的な学習の時間の記録 

• 出欠の記録 

• 行動の記録（第 3学年） 

• 総合所見 

 なお、令和 7年度入学者選抜においても、不登

校経験を有する生徒について、在籍する学校に

おける出席の状況のみをもって不利益な取扱い

をしないこととしている。また、欠席が多い理由に

ついて説明するために、自己申告書を提出する

ことができる。自己申告書が提出されたことによっ

て不利益な取扱いをすることはない。 

学力検査「国語」における「放送による聞き取り検

査」の見直し（令和 9年度入学者選抜から） 

 本県の令和 6年度入学者選抜では、「話すこ

と・聞くこと」の領域に関して、「放送による聞き取

り検査」のみで出題していた。 

 「放送による聞き取り検査」に代わり、話し合い

の場面等を設定した文章による出題とすることで、

「話すこと・聞くこと」の領域に関する資質・能力を

複数の問題から、見取ることができるようにする。 

 

令和 8年度入試での各校の検査の内容 

全日制一般募集では、出願に当たり「志願

理由書」の提出を求める学校が３校３学科あ

る。薬園台・園芸、君津・園芸、幕張総合・

看護 

また、受検２日目に学校設定検査が実施さ

れる。 

学力検査が３教科の定時制課程(16 校中６

校)では１日目に実施となる。 

学校設定検査では、面接、集団討論、自己

表現、作文、小論文、適性検査、学校独自問

題による検査、その他として思考力を問う問

題などの検査が全校・全学科で実施される。 

学校選択問題(全日制)で「思考力を問う問

題」は、県立千葉、千葉東が取りやめ、東葛

飾で実施される。検査時間内で、国語・数学・

英語の教科ごとの小問を、より正確に理解し、

より深く思考する力が問われるようだ。 

また、面接と自己表現、作文など複数の課

題を採用する学校も 9 校 13 学科ある。 

都内の公立中学校の卒業生数は，平成27年に78,932人といったんの最近10年でのピークを迎えました

が，その後，令和2年春の73,850人までで5年連続で減少となっていました。3年度から増加に転じており。

これは今後2年間は続く見込みとなっています。 

通信制高校への進学者は，平成25年の1,160人から10年連続で増加しており，今春では，5,617

人と，前年より163人増加していました。 

都内卒業生に対しての授業料支援の増額49万円と上限の撤廃が，進路全体に関わってきていること

を強く感じさせる結果となっています。 

まだ決定していませんが，全国で私学入学者に対する就学支援金の増額が図られた際のシミュレー

ションともいえる結果と思われます。 

３． 千葉県 令和８年度入試の変更点及び各校の検査の内容について 

資料③ 千葉県公立高校の令和 7 年度入試までの調査書 
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学校設定検査では、面接が 73 校 118 学科、

自己表現が 43 校 58 学科、作文が 10 校 16 学

科、適性検査が８校12学科などとなっている。 

※くくり募集も複数学科として計算 

検査の結果は、調査書等の書類審査を含め、

得点化し、総合的に合否を決定するとされて

いる。 

例年９月中旬に発表される「入学者選抜実

施要項」で学校ごとの得点化の方法が明示さ

れる。

 

 

 

 

 

7 月 31 日子供たちの学力の変化を見る「経

年変化分析調査 2024」の結果が公表された。 

調査は，3 年毎の実施で抽出された。 

前回の調査は、2021 年(令和 3 年)だった。

全ての小学校 6 年生と中学 3 年生に対して実

施されている全国学力調査とは異なる。 

抽出されたのは，小学校 6 年生 3 万人て国

語と算数，中学 3 年生 7 万人に国語と数学と

英語となっている。また，問題は非公表とさ

れ，前回とほぼ同じとされていた。 

これまでは，専門家会議などで報告されて

きたが，文部科学省が「広く課題の検討が必

要」として発表されている。 

結果は，500 を基準とするスコアで示され，

全教科で成績が下がっていた。 

 小学校 6 年生 

国語 489.9(▲15.9)ポイント 

算数 486.3(▲20.9)ポイント 

 中学 3 年生 

国語 499.0(▲12.7)ポイント 

数学 503.0(▲8.0)ポイント 

英語 478.2(▲22.9)ポイント 

 

下がった原因について文部科学省は，明確

には示せないとする一方で，中学 3 年生の英

語はコロナ禍が影響した可能性を挙げていた

ようだ。 

同時に実施した，保護者へのアンケート調

査から，家庭での学習時間が減っていること

やスマホやゲームに流れる傾向を指摘してい

た。 

 

また，同日付で全国学力調査の 7 年度の結

果が発表された。同じく小学校 6 年生と中学 3

年生の調査だがこちらは，全員に対する悉皆

調査となっている。 

調査教科は，小学校 6 年生が国語・算数・

理科で，中学 3 年生が国語・数学・理科とな

っていた。比較は前年度がが理科は一昨年度

となる。 

小学校 6 年生 

国語 67.0%(67.8%) 

算数 58.2%(63.6％) 

理科 57.3%(63.4％) 

中学 3 年生 

国語 54.6％(58.4％) 

数学 48.8％(53.0％) 

理科 IRT505(49.7%) 

但し，全国学力調査では，年度によって難

易度の調整はしていないため過年度結果と単

純比較することは適当でないが，求める正答

率に対しては，やや低下しているようにも感

じられる。 

 

 

 

 

 

 

４． 文部科学省 経年変化分析調査結果及び全国学力調査結果から 

資料④ 令和 7 年度全国学力調査結果から 
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閑話休題 

埼玉の 7年 3月の中学校・高等学校の進路状況調査の発表が 20日ほど遅れています。東京都で発表さ

れた中学校卒業生の進路状況調査では，都立への進学者は 1,436人減少していました。都内私学への入学

者が 1,143人増加し，他県へは 181人増加しています。通信制が 161人増加していますので，都立希望者の

減少後の振り分けが見える結果となっていました。 

但し，一般募集の出願者が 2,800人減少しているのに対して，彼らの行先は見えてきません。 

都の私立進学者に対する授業料支援の 49万円は，私学の授業料平均値とされています。埼玉では，総

務部で調査した平均の授業料は，約 41万円ですので，平均 8万円都内の方が高くなっています。 

現在，国で検討されている就学支援金の45万7千円への上昇は，県をまたぎ効果があると思われますが，

都内の結果で見る通り，公立にとっては，厳しい結果になると思われます。 

入試ファスト浦和，川口，ふれあい浦和，川口，彩の国進学フェアが順調に推移し，8月中に埼玉私学協

会のフェア川越，大宮，東京私学展など大規模なフェアが実施されます。就学支援金の増額の予定は，私学

への関心を高めているようでいずれも盛況が予想されています。 

彩の国進学フェアの会場では，9時半の開場直後から，私学ブースに行列ができていました。例年ですと，

まず公立ブースに集まり，30分後ぐらいから私学ブースに並ぶ光景が一般的でしたが，少し景色が変わって

きたような気がしています。 

公私いずれにせよ目指す学校に巡り合ってもらいたいものだと思います。 
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資料① 
令和 6年 8月 8日 

埼玉県教育局教育政策課 
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資料② 

令和 7年 7月 31日東京都教育庁  
東京都公立中学校卒業生の進路状況調査の概要 
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資料③ 

千葉県 公立高校調査書 旧 
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資料④ 

令和 7年度全国学力調査の概要 
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